ニカメイガ幼虫とイネの栄養生理学的関連性に関する研究 ‐ 特に幼虫の栄養における含窒素化合物の役割 by Hirano, Chisato
Title
Studies on the Nutritional Relationships between Larvae of
Chilo suppressalis Walker and the Rice Plant with Special












位 の 種 類
位 記 番 号
位授与の日付
位授与の要件
書 学 位 論 文 題目
【
【188】
平 野 千 里
ひら の ち さ
農 学 博 士
論 農 博 第 20 号
昭 和 38 年 6 月 25 日
q i i i = =
学 位 規 則 第 5 条 第 2 項 該 当
Studie芦On the N utritional R elationBhip8 betw eerL L arvae
of C h llo sup p ressa lis W alker and the R ice P lant wi th Spe-




論 文 調 査 委員 教 授 内 田 俊 郎 教 授 今村駿一郎 教 授 中 島 稔








ついで, カゼインとブ ドウ糖の含量の違う合成飼料で幼虫を飼育し, 幼虫の生育 に及 ぼす影響を 調べ
た｡ カゼインまたはブ ドウ糖のいずれかを欠くと幼虫は全く生育できず, 死亡した｡ カゼインがブ ドウ糖
と等量またはそれ以上ある場合に幼虫の生育はよかった｡ カゼイン含量が低くなるにつれ, 幼虫の生育は





イネで 幼虫の生育がよかった｡ このイネは タンパク質をはじめ各種含窒素化合物の含量が高く, 炭水化
物含量が低かった｡ リン酸およびカリ肥料については, 幼虫の生育との間に明らかな関係はなかった｡ 窒
素肥料の場合には吸収された窒素が植物体内で含窒素化合物にとりこまれ, 幼虫に摂取されて栄養生理上
重要な役割をは たすのに反し, リン酸やカリはこれ らの作用にもとづく植物体内で の有機化合物の合成
や代謝を通じて間接に幼虫の栄養生理と関係を持つためであると考えられる｡ 2 .4- D で処理されたイネ
でも幼虫の生育が著しく促進されるが, 処理イネの茎内の窒素含量は対偶区にくらべて増加した｡ いろい
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ろの発育時期にか り取った イネの茎を幼虫に与えてその生育状態を調べた結果, 分ケツ期から出穂直前
までのイネの茎は幼虫の食物として適しているが, 出穂以後の茎は必ずしも好ましい食物でないことが
わかった｡ 一方, イネの茎の窒素含量も分ケツ最盛期に最も高く, 生殖生長期に進むにつれ次第に低く























カゼインとブ ドウ糖の割合をいろいろに変えた合成飼料について幼虫の成島, 体の水分, 窒素, 脂肪の
含量を調べたところ, 食物中の炭水化物一窒素比 (C - N 比) によってそれらが著しく変化し, その中体
脂肪とタンパク質との間には補償的関係が成立つことを明らかにしている｡ また, これらの体組成の変化
は病気に対する抵抗性など一般的の生理的強健性の差をひきおこすことを知った｡ このようにC - N 比の
概念を昆虫の栄養生理の車に導き入れたのは本論文が初めてであり, 昆虫生理学における大きい貢献とす
べきである｡
つぎに, 肥料の種類を変えたり, 2, 4- D で処理したり,栽培時期を変えたりしたイネで幼虫を飼育し,
またこれ らのイネ体を化学分析したところ, 上述の合成飼料について得た結果と一致する結果を得た｡ こ
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のことから, 上記のような処理圃場でしばしばおこるニカメイガ被害の増大の理由を一部解明することが
できた｡ これはニカメイガ防除の上に一つの指針を与えるのみでなく応用的見地からすれば一般植食性害
虫の防除に寄与するところが大きいと考えられる｡
よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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